
 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１１月 の 予 定   

日 曜 行事予定 
完全 
下校 

1 日   

2 月 学校公開週間（6 日まで） 16:30 

3 火 文化の日  

4 水 1 学年 生命（いのち）の授業（6 校時） 16:30 

5 木 くまなびスクール⑫ 16:00 

6 金 非行防止・薬物乱用防止教室（6 校時） 16:30 

7 土   

8 日 里山の会  

9 月  16:30 

10 火 全校朝会 16:30 

11 水 
生徒朝会（保健委員会） 

ハッピー愛語 DAY  教育相談① 
16:30 

12 木 教育相談② くまなびスクール⑬ 14:30 

13 金 教育相談③ 16:30 

14 土 
県民の日 

夢・未来・熊谷ジュニア議会 
 

15 日   

16 月 
教育相談④ よしなび 

テスト前部活動中止(20 日朝まで) 
16:30 

17 火 教育相談⑤ よしなび 16:30 

18 水 
生活アンケート  3 学年中 3 実力テスト 

第３回 PTA 役員会 
16:30 

19 木 後期中間テスト１日目 16:00 

20 金 後期中間テスト２日目 16:30 

21 土   

22 日   

23 月 勤労感謝の日  

24 火  16:30 

25 水 生徒会本部役員選挙 立会演説会・投票 16:30 

26 木 くまなびスクール⑮ P:生徒会 16:30 

27 金  16:30 

28 土 土曜授業 12:20 

29 日   

30 月   

12 月の予定 
25 日～ 冬季休業日 

  

  

 本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、

例年通りには夏祭りが開催できませんでした。しか

し、「こんな時期だからこそ、何かしら子どもたちの

思い出を作ってあげたい」という保護者の願いがあ

り、親父の会や PTA の皆さんの努力により、『健児が

丘の秋祭り』を開催することができました。 

 開校 70 周年を記念して行われた「70ｍ流しそうめ

ん」から始まった「里山の竹を使った行事」ですが、

竹灯籠や筏作りへと引き継がれ、今年は、『竹を使っ

たおもちゃ作り』になりました。 

 今回作成したのは、「竹ぽっくり」「竹ボウリング」

「竹けん玉」の３つでした。物が豊富にある現代に、

竹を使ったおもちゃが受け入れられるか心配でした

が、思った以上に歓声が響き渡り、今までの準備が報

われた気がしました。 

 今回のおもちゃ作りのために、夏の暑い中で試作品

を作ったり、前の週に長い竹を切り出したり、当日も

午前中から、安全に制作できるよう準備をして下さっ

たりとご活躍いただいた、親父の会の皆様、本当にあ

りがとうございました。子どもたちの笑顔をたくさん

見ることができて良かったです。 

信念を貫き通すことの大切さ（R2.10.19 後期始業式の話より） 

熊谷市立吉岡中学校長 井 出  徹  

 おはようございます。短い秋休みでしたが、少しはリフレッシュでき 

たでしょうか。 

 さて、今日から後期が始まります。今 3名の生徒の皆さんから後期に 

向けての意気込みを発表してもらいました。 

 １年生の相原さんから、「前期期末テストの反省を後期中間テストに 

生かし、さらに生活のメリハリをつけることで、学年目標を達成できる 

ように後期を頑張っていきたい。」という発表がありました。次に、２年 

生の松葉さんから、「学習面の反省を生かし、後期中間テストに生かして 

いくこと、新人戦県大会に向けて頑張りたいということ、さらに、立志式に向けて今から準備をし

ていきたい。」と言う発表がありました。最後に、３年生の小野田さんから、「相手の話をよく聴き、

受験に向けて自信を持つことができるようミスを無くすこと、中学校生活を今までの仲間と大切に

過ごしたい。」と言う発表がありました。 

3 名の皆さん、ありがとうございました。今回発表したことが実現できるよう、後期の生活を頑張

っていきましょう。今聴いていた皆さん一人一人も、自分の目標を持っていることと思います。後

期にその夢を実現できるよう頑張って下さい。夢の実現ができるよう、吉中生全員を先生方一同で

応援していきたいと思います。 

 さて、今年のノーベル平和賞はどの団体に贈られたでしょうか？国連世界食糧計画（ＷＦＰ）と

いう、地球上にいまだ存在する飢餓に立ち向かう組織です。防弾加工車が用意できない状況の中、

二つの勢力が通りをはさんで撃ち合う中を、全速力でトラックを運転して目的地に食料を届けたり、

命がけで反政府側の村に入り、戦争で飢えている 

子どもたちへ食料を届けたりしたそうです。「ワク 

チンができるまで、食料が混沌（こんとん）を防 

ぐ最良のワクチンだ」という考えのもと、「飢餓を 

救うことが自分たちの使命」と言う姿勢を曲げず 

に平和維持活動を続けました。このように、「正し 

いと思う信念」を貫き通した団体に、今年のノー 

ベル平和賞が贈られました。 

 皆さんも、自分の目標を実現するために、しっ 

かりとした信念を持ち、それを曲げずに取り組ん 

でいきましょう。後期の活躍を期待しています。 

 

令和２年度              【目指す生徒像】 

吉岡中学校         〇よく学ぶ生徒 

学校だより         〇心豊かな生徒 

11 月 2 日号         〇健康でたくましい生徒 

大志にいどみ 希望を燃やす 生徒と教師 

誠実てらす吉岡中学校 

R２キャッチフレーズ 
誠実 チーム吉中 

 

健児が丘の秋祭り 

   

竹を切り出しているようす   竹ボウリングのようす 

 

各学年代表のことば 

 
 
 立志式や体育祭が中止となり、発表の場が無か

った、3 年生による「吉中健児の舞」でしたが、や

っと披露することができました。保護者の方から

は、「立派に成長した姿を見ることができて良かっ

た」という感想をいただきました。 

吉中健児の舞が行われました 

  
竹けん玉のようす    竹ぽっくりレースのようす 


